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講師紹介

1979年明治大学大学院商学研究博士課程単位修得退学、1979年4月明治大学商学部助手、同専任講師、
同助教授を経て1990年4月 同教授、2022年4月明治大学名誉教授。

1997年7月 博士（商学）取得

東京消防庁消防学校外部講師を25年担当、放送大学東京文京センター面接授業を10年担当。経営関連
学会協議会理事長・最高顧問、工業経営研究学会会長歴任。

講座要旨

長期に及ぶ日本経済の停滞の中でイノベーションを推進する新たな成長戦略が求
められている。企業環境を取り巻く環境は、Volatility（変動性）、Uncertainty（不
確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）をますます強める大変動の
時代に入っている。こうした予測不能な状況であるがゆえにますますマネジメント
の基本に立ち返ることが求められている。ピーター・ドラッカー（1909年～2005
年）は今日でも通用するマネジメントの大家として知られている。本講座は、ド
ラッカー経営学の数多くの書籍から『チェンジ・リーダーの条件』を取り上げてこ
れをテキストとして分かりやすく解説するとともに、毎回、受講者との討議やグ
ループ討議を通じてドラッカー経営学の理解を深める。これによってマネジメント
こそ変革の先頭に立つリーダーでなければならないことが理解される。 2
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第１回講座6月20日（火）第２回講座（6月27日）
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第３回講座７月４日（火）
第４回講座７月11日（火）
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第６回講座７月25日（火） 第５回講座７月18日（火）
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ドラッカー経営学の意義
１）経営学の中で初めて「マネジメント」を体系的に解明した研究である。
２）「企業の目的」は「顧客の創造」にあるとし、企業の成果は外部にあることを明らかにした。
３）企業は社会のためにある（企業＝「公器」）という視点は今日の「パーパス経営」の視点とも重なる。
そのためには絶えずマーケティングとイノベーションを通じた事業の再定義が必要である。

４）マネジメントの権限よりもマネジメントの責任を強調するのも、それだけマネジメントが社会において
果たす役割ないし権限が大きいからに他ならない。
５）マネジメントの役割としてイノベーションの重要性を強調し、それが社会や経済を発展させる必要性を
明らかにしている点で、技術革新の不連続な発展やトランスフォーメーションが求められている時代に大き
な意義がある。
６）現代の社会を「知識資本主義」と呼び、過去の肉体労働者ではなく、現在の知識労働者こそが社会の中
心的階級をなしている。「知識労働者」の生産性向上こそが現代の最も重要な課題であるとしてそのために
「目標と自己管理によるマネジメント」の重要性を主張している。
７）なぜ所有者ではないマネジメントが社会や組織の中で大きな権限や権力を行使できるのかという点では
マネジメントが一人一人のメンバーの強みを組織の仕事を通じて発揮せしめ、この仕事の成果が社会の福利
（Well-being）を充実・強化させるからだと主張している。
マネジメントとは「個の強さ」を引き出す責任があることが強調される。

受講をお勧めする方
管理職として日々マネジメントを実践されている方／起業家を志す方や自分のビジネスをさらに成長させた
いと考える方／マネジメントを通じて社会に貢献したい人／マネジメントを体系的に理解したいと考える方
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